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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第５期

第３四半期
連結累計期間

第６期
第３四半期
連結累計期間

第５期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2021年４月１日
至2021年12月31日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

経常収益 （百万円） 63,388 65,652 86,657

経常利益 （百万円） 3,073 4,522 3,852

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益

（百万円） 782 1,103 763

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,201 1,961 2,204

純資産額 （百万円） 43,792 45,757 43,796

総資産額 （百万円） 184,255 192,147 194,383

１株当たり四半期（当期）純利
益

（円） 31.51 44.47 30.76

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 23.7 23.7 22.5

 

回次
第５期

第３四半期
連結会計期間

第６期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2020年10月１日
至2020年12月31日

自2021年10月１日
至2021年12月31日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

（円） 0.35 △2.06

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

① 当社グループの経営成績

当第３四半期連結累計期間（以下「当第３四半期」という。）における当社グループの経営成績は、次のとおり

となりました。

（単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

対前年同四半期
増減率
（％）

経常収益 63,388 65,652 3.6

経常利益 3,073 4,522 47.1

親会社株主に帰属する四半
期純利益

782 1,103 41.1

 

経常収益は、生命保険事業における特別勘定（※）に係る収益が前年同期に比べ2,930百万円減少しましたが、す

べての事業における保有契約件数が堅調に増加したことが主な要因となり、前年同期に比べ2,264百万円増加し、

65,652百万円（前年同期比3.6％増加）となりました。この増収効果により、経常利益は前年同期に比べ1,448百万

円増加し、4,522百万円（同47.1％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期に比べ321百万円増加

し、1,103百万円（同41.1％増加）となりました。

（※）変額保険や変額個人年金保険は運用実績を直接契約者に還元するため、契約者に帰属する特別勘定として資産・負債及び損益を区

分経理します。特別勘定に係る収益と費用は、それぞれ同額を計上するため利益に影響を与えないものの、損益計算書の経常収益

及び経常費用に含めて表示します。

また、生命保険事業における特別勘定に係る収益を除いた経常収益は次のとおりであります。

＜参考情報＞   （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

対前年同四半期
増減率
（％）

特別勘定に係る収益を除い
た経常収益

58,758 63,953 8.8

 

なお、当社グループでは、新型コロナウイルス感染症により影響を受けられたご契約者様を対象に、保険料の払

込猶予期間の延長や、災害死亡保険金等の支払事由の範囲拡大、保険金請求手続きにおける必要書類の一部省略な

どの特別措置を実施するなど、企業の社会的責任を全うするにあたって必要な各種の取り組みを継続的に行ってお

ります。
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② セグメントごとの経営成績

当第３四半期におけるセグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（単位：百万円）

 経常収益 セグメント利益（経常利益）

 第３四半期連結累計期間 増減率
（％）

第３四半期連結累計期間 増減率
（％） 2021年３月期 2022年３月期 2021年３月期 2022年３月期

損害保険事業 23,820 24,929 4.7 583 1,518 160.3

生命保険事業 20,548 19,297 △6.1 2,694 3,178 18.0

少額短期保険事業 19,207 21,611 12.5 249 267 7.4

報告セグメント計 63,576 65,838 3.6 3,527 4,965 40.8

セグメント間消去又
は調整

△188 △185 － △453 △443 －

四半期連結損益計算
書計上額

63,388 65,652 3.6 3,073 4,522 47.1

（注）セグメント利益の「セグメント間消去又は調整」は、当社の一般管理費等による損益であります。

 

（損害保険事業）

　主力商品である自動車保険において、新テレビCMのオンエア開始等によるプロモーションの強化やデジタル広

告等の運用効率改善に継続的に取り組んだことなどにより、ダイレクトチャネルを中心に販売が好調に推移しま

した。また、ＳＢＩグループの重点施策である「オープン・アライアンス戦略」に沿って、多様な分野の事業法

人や地域金融機関との連携に基づいた新たなサービスを提供開始するなど、更なる顧客基盤の拡大に向けた取り

組みも推進しました。こうした取り組みの結果、2021年12月末の保有契約件数は1,173千件（前年度末比3.2％増

加）となりました。

　経常収益は、保有契約件数が堅調に増加したことなどにより、前年同期比4.7％増加の24,929百万円となりま

した。セグメント利益は、保険金支払いが前年同期に比べ増加しましたが、増収効果に加え、責任準備金繰入額

が前年同期に比べ減少したことなどにより、前年同期比160.3％増加の1,518百万円となりました。なお、前年度

において、初年度収支残をもとに普通責任準備金（※）を大幅に積み立てたことにより、当第３四半期の責任準

備金繰入額は前年同期に比べ減少しております。

（※）普通責任準備金は、決算日後の保険金等の支払義務を果たすために積み立てる責任準備金の一つであり、未経過保険料及び保険

料積立金の合計額と初年度収支残を比較し、大きい方の金額を普通責任準備金として積み立てます。初年度収支残は、当期の収

入保険料から、当該保険契約のために支出した保険金等及び当期の事業費を控除して算出されます。

 

（生命保険事業）

団体信用生命保険（住宅ローン等のご利用者様向けの団体保険）において、住信ＳＢＩネット銀行株式会社向

けの商品をリニューアルしたことなどにより販売が好調に推移しました。また、新たな販路獲得に向けＳＢＩグ

ループの「地方創生」プロジェクトに沿った地域金融機関との提携交渉にも継続して取り組みました。そのほ

か、音声認識の仕組みを活用した生命保険料の見積もりサービスを国内で初めて提供開始するなど、DX（デジタ

ルトランスフォーメーション）によって新しい顧客体験を創出する取り組みも推進しました。こうした取り組み

の結果、2021年12月末の保有契約件数（団体信用生命保険の被保険者数を含む）は297千件（前年度末比19.8％

増加）となりました。

　経常収益は、保有契約件数が順調に増加したものの、前述のとおり、特別勘定に係る収益が前年同期に比べ

2,930百万円減少したことにより、前年同期比6.1％減少の19,297百万円となりました。なお、特別勘定に係る収

益を除いた経常収益は、前年同期に比べ1,679百万円増加（前年同期比10.6％増加）しております。セグメント

利益は、団体信用生命保険における保険料の増収が寄与し、前年同期比18.0％増加の3,178百万円となりまし

た。
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（少額短期保険事業）

　ＳＢＩいきいき少額短期保険株式会社とＳＢＩ日本少額短期保険株式会社は、2021年11月１日に国内初の「金

融サービス仲介業者」として登録を受けた株式会社ＳＢＩネオモバイル証券を介する保険商品の販売スキームを

新たに展開するなど、ＳＢＩグループのシナジーを活用した販路開拓を推進しました。また、ＳＢＩリスタ少額

短期保険株式会社は、ペット関連の有料会員様向けサービスを展開する事業法人と提携し、会員サービス付帯型

の「ペット飼育費用補償保険」を提供開始するなど、外部パートナー企業とのアライアンスに基づいた新しい

サービスの開発に取り組みました。こうした取り組みの結果、2021年12月末の保有契約件数は971千件（前年度

末比3.1％増加）となりました。

　経常収益は、保有契約件数が堅調に増加したことなどにより、前年同期比12.5％増加の21,611百万円となりま

した。セグメント利益は、この増収効果により、前年同期比7.4％増加の267百万円となりました。

 

③ 保険契約の保有件数の推移及び保険引受等の状況

前第３四半期連結会計期間末（2020年12月31日）から当第３四半期連結会計期間末（2021年12月31日）までのセ

グメントごとの保険契約の保有件数の推移は次のとおりであります。

（単位：千件）

 前連結会計年度 当連結会計年度

 
第３四半期末 年度末 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末

2020年12月31日 2021年３月31日 2021年６月30日 2021年９月30日 2021年12月31日

損害保険事業 1,127 1,137 1,149 1,163 1,173

生命保険事業 233 248 261 275 297

少額短期保険事業 927 941 954 963 971

（注）上表の生命保険事業の保有件数には、団体保険の被保険者数を含めております。

 

各事業を構成する子会社の保険引受等の状況は次のとおりであります。

 

（損害保険事業）

ＳＢＩ損害保険株式会社

a　保険種目別の保険料・保険金

a-1 正味収入保険料

   （単位：百万円、％）

　区分

　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

金額 構成比 金額 構成比

火災 401 1.7 427 1.7

海上 － － － －

傷害 － － 4 0.0

自動車 21,619 93.8 22,848 93.6

自動車損害賠償責任 204 0.9 209 0.9

その他 823 3.6 926 3.8

（うち費用・利益） （787） （3.5） （867） （3.6）

（うち賠償責任） （26） （0.1） （30） （0.1）

（うち動産総合） （8） （0.0） （28） （0.1）

合計 23,048 100.0 24,417 100.0

（注）正味収入保険料は、元受及び受再契約の収入保険料から出再契約の再保険料を控除したものでありま

す。
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a-2　元受正味保険料

   （単位：百万円、％）

　区分

　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

金額 構成比 金額 構成比

火災 1,016 3.0 1,115 3.1

海上 － － － －

傷害 － － 4 0.0

自動車 31,868 93.7 33,690 93.0

自動車損害賠償責任 － － － －

その他 1,114 3.3 1,399 3.9

（うち費用・利益） （1,065） （3.2） （1,327） （3.7）

（うち賠償責任） （39） （0.1） （44） （0.1）

（うち動産総合） （8） （0.0） （28） （0.1）

合計 33,999 100.0 36,210 100.0

（注）元受正味保険料は、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を控除したものであります。

 

a-3　正味支払保険金・正味損害率

    （単位：百万円、％）

　区分

　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

金額 構成比
正味損
害率

金額 構成比
正味損
害率

火災 106 0.8 46.5 146 1.1 56.9

海上 － － － － － －

傷害 － － － 2 0.0 46.3

自動車 12,721 96.9 71.1 13,305 96.6 70.6

自動車損害賠償責任 166 1.3 81.6 173 1.2 82.9

その他 131 1.0 20.2 151 1.1 19.8

（うち費用・利益） （130） （1.0） （19.5） （149） （1.1） （20.9）

（うち賠償責任） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

（うち動産総合） （0） （0.0） （7.4） （1） （0.0） （6.0）

合計 13,126 100.0 69.0 13,779 100.0 68.5

（注）１．正味支払保険金は、元受及び受再契約の支払保険金から出再契約による回収再保険金を控除したも

のであります。

２．正味損害率＝（正味支払保険金＋損害調査費）÷正味収入保険料×100

 

b　ソルベンシー・マージン比率

 （単位：％）

前事業年度
（2021年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

545.5 565.9
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（生命保険事業）

ＳＢＩ生命保険株式会社

a　保有契約高及び新契約高

a-1 保有契約高

   （単位：千件、百万円）

区分

前事業年度
（2021年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

件数 金額 件数 金額

個人保険 125 380,368 137 469,602

個人年金保険 3 26,020 3 26,598

団体保険 － 3,228,996 － 4,197,080

団体年金保険 － － － －

（注）個人年金保険の金額は、年金支払開始前契約と年金支払開始後契約の責任準備金の合計額であります。

 

a-2　新契約高

   （単位：千件、百万円）

　区分

　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

件数 金額 件数 金額

個人保険 18 106,783 17 106,790

個人年金保険 － － － －

団体保険 － 624 － 71,429

団体年金保険 － － － －

（注）団体保険の金額は、新契約として計上された月の単月の新契約高であります。

 

b　年換算保険料

b-1 保有契約

   （単位：百万円）

区分
前事業年度

（2021年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

個人保険 5,700 6,079

個人年金保険 1,219 1,108

合計 6,919 7,187

 うち医療保障・生前給付保障等 2,923 3,073

 

b-2 新契約

   （単位：百万円）

　区分
　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

個人保険 704 654

個人年金保険 19 18

合計 723 673

 うち医療保障・生前給付保障等 310 280

 

（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あた

りの保険料に換算した金額であります（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保

障給付（特定疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定疾

病罹患、介護等を事由とするものを含む）等に該当する部分の年換算保険料を計上しております。
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c　ソルベンシー・マージン比率

 （単位：％）

前事業年度
（2021年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

898.1 865.0

 

（少額短期保険事業）

ＳＢＩいきいき少額短期保険株式会社

  （単位：百万円）

　区分
　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

元受正味保険料 3,748 3,879

正味収入保険料 2,563 2,782

正味支払保険金 1,083 1,216

 

  （単位：％）

区分
前事業年度

（2021年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

ソルベンシー・マージン比率 1,974.1 1,884.9

 

ＳＢＩ日本少額短期保険株式会社

  （単位：百万円）

　区分
　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

元受正味保険料 4,046 3,497

正味収入保険料 203 175

正味支払保険金 52 53

 

  （単位：％）

区分
前事業年度

（2021年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

ソルベンシー・マージン比率 2,273.3 2,819.6

 

ＳＢＩリスタ少額短期保険株式会社

  （単位：百万円）

　区分
　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

元受正味保険料 721 1,256

正味収入保険料 555 974

正味支払保険金 71 304

 

  （単位：％）

区分
前事業年度

（2021年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

ソルベンシー・マージン比率 1,026.8 928.8
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ＳＢＩプリズム少額短期保険株式会社

  （単位：百万円）

　区分
　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

元受正味保険料 2,397 2,829

正味収入保険料 386 536

正味支払保険金 250 267

 

  （単位：％）

区分
前事業年度

（2021年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

ソルベンシー・マージン比率 1,036.8 749.1

 

常口セーフティ少額短期保険株式会社

  （単位：百万円）

　区分
　前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

元受正味保険料 451 1,081

正味収入保険料 22 54

正味支払保険金 3 9

 

  （単位：％）

区分
前事業年度

（2021年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

ソルベンシー・マージン比率 5,810.9 3,271.8

 

（注）常口セーフティ少額短期保険株式会社は2020年９月30日に新たに子会社となっており、前第３四半期連

結累計期間の四半期連結損益計算書に含まれる同社の業績期間は、2020年10月１日から2020年12月31日

までであります。
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(2）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、192,147百万円（前年度末比2,235百万円減少）となりました。

主な勘定残高は、有価証券129,325百万円（同1,329百万円減少）、現金及び預貯金31,068百万円（同1,740百万円

減少）であります。

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、146,389百万円（同4,197百万円減少）となりました。主な勘定残

高は、保険契約準備金133,549百万円（同2,962百万円増加）であります。

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、45,757百万円（同1,961百万円増加）となりました。主な増加

要因は、その他有価証券評価差額金の増加850百万円及び親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰

余金が1,103百万円増加したことであります。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 75,000,000

計 75,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）

（2021年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,820,530 24,820,530
東京証券取引所
（マザーズ）

単元株式数　100株

計 24,820,530 24,820,530 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
　 （株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
 （百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2021年10月１日～

2021年12月31日
－ 24,820,530 － 8,375 － 21,635

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2021年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,818,800 248,188 －

単元未満株式 普通株式 1,630 － －

発行済株式総数  24,820,530 － －

総株主の議決権  － 248,188 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が12株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＳＢＩインシュアランス

グループ株式会社

東京都港区六本木

一丁目６番１号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

（注）上記のほか、当社は単元未満の自己株式12株を所有しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）並びに同規則第61条及び第82条の規定に基づき「保険業法施行規則」（平成８年大蔵省令第５号）に準拠

して作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

現金及び預貯金 32,809 31,068

買入金銭債権 3,297 5,866

金銭の信託 136 88

有価証券 130,654 129,325

貸付金 153 149

有形固定資産 542 565

建物 272 254

リース資産 26 15

その他の有形固定資産 244 295

無形固定資産 8,359 8,126

ソフトウエア 4,295 4,113

のれん 3,224 3,234

その他の無形固定資産 839 777

代理店貸 140 86

再保険貸 4,710 5,513

その他資産 11,815 10,490

繰延税金資産 165 167

支払承諾見返 1,600 700

貸倒引当金 △2 △0

資産の部合計 194,383 192,147

負債の部   

保険契約準備金 130,587 133,549

支払備金 17,213 19,063

責任準備金 111,368 112,153

契約者配当準備金 2,005 2,332

代理店借 401 200

再保険借 4,561 4,898

その他負債 11,804 5,378

退職給付に係る負債 33 33

価格変動準備金 730 817

繰延税金負債 868 811

支払承諾 1,600 700

負債の部合計 150,586 146,389

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,375 8,375

資本剰余金 32,061 32,061

利益剰余金 2,666 3,770

自己株式 △0 △0

株主資本合計 43,102 44,205

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 572 1,422

その他の包括利益累計額合計 572 1,422

新株予約権 21 21

非支配株主持分 99 107

純資産の部合計 43,796 45,757

負債及び純資産の部合計 194,383 192,147
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

経常収益 63,388 65,652

損害保険事業 23,716 24,829

保険引受収益 23,060 24,428

正味収入保険料 23,048 24,417

積立保険料等運用益 11 11

資産運用収益 599 366

その他経常収益 57 34

生命保険事業 20,527 19,283

保険料等収入 11,236 14,357

保険料 8,870 10,997

再保険収入 2,365 3,359

資産運用収益 7,620 4,539

利息及び配当金等収入 1,676 1,743

有価証券売却益 1,311 954

有価証券償還益 0 52

為替差益 － 35

貸倒引当金戻入額 2 1

その他運用収益 0 53

特別勘定資産運用益 4,629 1,699

その他経常収益 ※ 1,671 ※ 386

少額短期保険事業 19,143 21,539

保険料等収入 18,680 21,043

資産運用収益 0 0

その他経常収益 462 496

経常費用 60,314 61,130

損害保険事業 23,154 23,332

保険引受費用 17,165 16,583

正味支払保険金 13,126 13,779

損害調査費 2,765 2,951

諸手数料及び集金費 △1,967 △2,384

支払備金繰入額 1,178 2,120

責任準備金繰入額 2,062 116

その他保険引受費用 0 0

資産運用費用 64 171

営業費及び一般管理費 5,913 6,551

その他経常費用 10 26
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  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

生命保険事業 17,838 16,102

保険金等支払金 10,934 11,424

保険金 1,779 2,725

年金 634 604

給付金 792 898

解約返戻金 3,949 2,619

その他返戻金 1,069 967

再保険料 2,708 3,609

責任準備金等繰入額 3,769 705

責任準備金繰入額 3,769 705

資産運用費用 70 435

支払利息 1 1

有価証券売却損 3 －

有価証券評価損 － 291

有価証券償還損 － 0

金融派生商品費用 0 13

為替差損 16 －

その他運用費用 47 129

事業費 2,883 3,254

その他経常費用 181 282

少額短期保険事業 18,873 21,251

保険金等支払金 11,732 13,242

責任準備金等繰入額 207 272

事業費 6,900 7,712

その他経常費用 31 23

その他 448 443

経常利益 3,073 4,522

特別損失 78 285

固定資産処分損 0 198

価格変動準備金繰入額 77 86

契約者配当準備金繰入額 1,581 2,332

税金等調整前四半期純利益 1,413 1,903

法人税及び住民税等 550 919

法人税等調整額 80 △124

法人税等合計 631 794

四半期純利益 782 1,109

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 6

親会社株主に帰属する四半期純利益 782 1,103
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 782 1,109

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,418 852

その他の包括利益合計 1,418 852

四半期包括利益 2,201 1,961

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,193 1,954

非支配株主に係る四半期包括利益 7 7
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保険業法第118条第１項に規定する生命保険子会社の特別勘定の資産の額は、次のとおりであります。なお、

負債の額も同額であります。

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

23,350百万円 24,214百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　生命保険事業のその他経常収益の内訳は次のとおりであります。

 
　前第３四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日
　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

支払備金戻入額 1,627百万円 367百万円

その他の経常収益 43 19 

計 1,671 386 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
　前第３四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日
　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

減価償却費 1,033百万円 1,173百万円

のれんの償却額 138 150 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）３

 
損害保険
事業

生命保険
事業

少額短期
保険事業

計

経常収益（注）１       

外部顧客への経常収益 23,716 20,527 19,143 63,388 － 63,388

セグメント間の内部経
常収益又は振替高

104 20 63 188 △188 －

 計 23,820 20,548 19,207 63,576 △188 63,388

セグメント利益（注）３ 583 2,694 249 3,527 △453 3,073

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．セグメント利益の調整額△453百万円は、当社の一般管理費等による損益であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）３

 
損害保険
事業

生命保険
事業

少額短期
保険事業

計

経常収益（注）１       

外部顧客への経常収益 24,829 19,283 21,539 65,652 － 65,652

セグメント間の内部経
常収益又は振替高

100 13 72 185 △185 －

 計 24,929 19,297 21,611 65,838 △185 65,652

セグメント利益（注）３ 1,518 3,178 267 4,965 △443 4,522

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．セグメント利益の調整額△443百万円は、当社の一般管理費等による損益であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（有価証券関係）

本項目は企業集団の事業の運営において重要なものとして記載しております。

 

１．満期保有目的の債券

該当事項はありません。

 

２．その他有価証券

前連結会計年度（2021年３月31日）

 
取得原価
（百万円）

連結貸借対照表計上額
（百万円）

差額
（百万円）

公社債 28,373 29,664 1,290

国債 14,161 15,221 1,059

地方債 203 203 0

社債 14,008 14,239 230

外国証券 25,764 27,727 1,963

外国公社債 23,410 25,314 1,903

外国その他の証券 2,353 2,413 59

その他の証券 49,349 47,411 △1,937

 合計 103,486 104,803 1,316

 

当第３四半期連結会計期間（2021年12月31日）

 
取得原価
（百万円）

四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額
（百万円）

公社債 15,460 15,692 231

国債 6,887 7,055 168

地方債 201 202 0

社債 8,371 8,434 63

外国証券 30,820 33,656 2,836

外国公社債 29,295 32,061 2,766

外国その他の証券 1,525 1,595 69

その他の証券 50,181 49,087 △1,093

 合計 96,462 98,436 1,973

（注）「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日）第

24-16項に基づき、組合出資金等については、上表に含めておりません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
　前第３四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日
　　至　2020年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

１株当たり四半期純利益 31円51銭 44円47銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
782 1,103

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
782 1,103

普通株式の期中平均株式数（株） 24,820,455 24,820,423

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益の算定に含

めなかった潜在株式で、前連結会計年度

末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

 2022年２月10日

ＳＢＩインシュアランスグループ株式会社

 取　締　役　会　　御　中  

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 東　京　事　務　所 

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 淡島　國和

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 鈴木　順二

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 三井　健一郎

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＢＩインシュ

アランスグループ株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2021年

10月１日から2021年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＢＩインシュアランスグループ株式会社及び連結子会社の2021年12

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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